
公益社団法人  兵庫工業会　会　長　宮脇　新也
公益財団法人 ひょうご産業活性化センター　理事長　赤木　正明

兵庫県中小企業団体中央会　会　長　中村　　孝
一般社団法人 関西ニュービジネス協議会　会　長　小松　範行

13：00～15：00　

15：30～17：00　

基調講演　「経営の針路  ～新時代に日本企業が目指すべきもの～」

各分科会セミナー（無料）

早稲田大学ビジネススクール　教授　平野 正雄 氏

平野  正雄  氏  プロフィール
1987年から2007年までマッキンゼー・アンド・カンパニーにおいて経営コンサルティング
に従事。その間、全社ディレクター、日本支社長に就任。その後、世界的な投資ファンドであ
るカーライル・グループに転じて企業MBOを支援。2012年より早稲田大学ビジネスス
クール教授に就任。この間、多くの企業の社外役員やアドバイザーに就任すると共に、経済
産業省や文部科学省などの各種公職も歴任。
東京都出身。東京大学工学系反応化学修士了、スタンフォード大学工学系経営工学修士了、
工学博士（東京大学）

公益社団法人  兵庫工業会　事業推進部
公益財団法人  ひょうご産業活性化センター　異業種連携相談室
兵庫県中小企業団体中央会
一般社団法人  関西ニュービジネス協議会

T E L . 0 7 8 - 3 6 1 - 5 6 6 7
T E L . 0 7 8 - 9 7 7 - 9 0 7 3
T E L . 0 7 8 - 3 3 1 - 2 0 4 5
T E L . 0 6 - 6 9 4 7 - 2 8 5 1

10,800円／お一人様税込 （第2部基調講演以降ご参加の方）

　2002年にスタートしました夏のビッグイベントも今年は1８回目を迎えます。
　今年も兵庫県下４団体（兵庫工業会、ひょうご産業活性化センター、兵庫県中小企業団体中央会お
よび関西ニュービジネス協議会）の連携事業として開催され、皆様方のご期待に添うべく各種のプロ
グラムを準備させていただいております。
　今年の基調講演は、早稲田大学ビジネススクール 教授の平野 正雄氏をお迎えして、日本企業が新
しい時代に目指すべき方向性や経営の針路についてご講演いただきます。皆様奮ってご参加願います。

2019年8月29日（木） 13：00~18：30
ホテルオークラ神戸 （裏面地図をご参照ください）

第２部以降ご参加の方は、参加費10,800円（税込）となります。

「平安Ⅱ」の間会場

「平安Ⅲ」の間会場

シャトルバスのご案内

●三宮バスターミナル（JR三ノ宮駅前南・ミント神戸1階）発
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〈毎日運行〉

第1部

第2部

17：00～　　懇親会　第3部

第1部

第2部

第3部

１３：００～

１３：００～

１３：００～

１３：００～

１5：3０～

１7：００～

(一社)関西ニュービジネス協議会
「観光リゾート事業を通じた 
 持続可能な地域活性の可能性」

(公財)ひょうご産業活性化センター
「ＡＩ・ロボット・ＩｏＴが創り出す
新たなビジネス環境の経営戦略」
～ＡＩ・ロボット・ＩｏＴ導入で事業活動の効率化を～

兵庫県中小企業団体中央会
「ダイバーシティを経営の強みにする、
令和時代の人材戦略
～女性人材ならではの強みを活かした成長企業～」

(公社)兵庫工業会
「ものづくり企業からおこす
『コトづくり』」
～ものづくり中小企業のSDGs～

１F「クリスタル」

１F「平安Ⅰ」

34F「星雲」

34F「メイフェア」

１F「平安Ⅱ」

１F「平安Ⅲ」懇　親　会

基調講演
早稲田大学ビジネススクール
教授　平野 正雄 氏
「経営の針路　～新時代に日本企業が
 目指すべきもの～」

※シャトルバスをご利用の方は左下の地図をご参照ください。

神戸海洋博物館

神戸ポートタワー

中突堤中央ターミナル
かもめりあ

神戸情報文化ビル
松方ホール

神戸アンパンマン
こどもミュージアム＆モール

神戸ハーバーランド
umie

神戸朝日ビル
神戸朝日ホール

市営地下鉄 西神・山手線

みなと元町

旧居留地・大丸前

プロメナ神戸

神戸クリスタルタワー

旧居留地

マルイ
元町商店街

中央郵便局

至 神戸空港至 神戸空港

ミント神戸
（シャトルバスのりば）
（左下ご参照）

ホテルオークラ神戸開催場所

開始時刻と会場各イベント プログラム

お問合せ先

開催日時

参 加 費

開催場所

2019年8月16日（金）参加募集締め切り

ご案内ご案内夏夏のの
ビッグイベント2019ビッグイベント2019



プログラムプログラムプログラムプログラム
時間

13：00

15：00
〜

15：30

17：00
〜

17：00

18：30
〜

第 2 部

第 3 部

第 1 部

開会あいさつ

来賓ごあいさつ

：(公社)兵庫工業会　会長　宮脇　新也 乾杯発声

中 締 め

：兵庫県中小企業団体中央会　会長　中村　孝

：（一社）関西ニュービジネス協議会  会長  小松　範行

開催日時　2019年8月29日（木）　13：00～18：30
開催場所　ホテルオークラ神戸
参  加  費　10,800円／お一人様税込（第2部以降ご参加の方）

懇 親 会

早稲田大学ビジネススクール
教授　平野　正雄　氏 　基調講演 『経営の針路　～新時代に日本企業が目指すべきもの～』 

：兵庫県知事　井戸　敏三  様

【お問合せ先】
一般社団法人  関西ニュービジネス協議会　ＴＥＬ. 06-6947-2851

「観光リゾート事業を通じた
持続可能な地域活性の可能性」
主催：（一社）関西ニュービジネス協議会（ＮＢＫ）
運営協力：（一社）神戸ベンチャー研究会（ＫＶＡ）

　四季に恵まれ、複雑な海岸線と緑豊かな森林や山を持つ我が国は、美しい
風景と自然の恵みで、四季折々のイベントやスポーツを楽しむことができま
す。これをインバウンド観光に生かして、地域活性化に繋げたいとの思いか
ら、この分科会を開催します。
　2019年にラグビーW杯、2020年に東京オリンピックと国際的なスポー
ツのイベントが続き、国内外からスポーツツーリズムの魅力が認識され「ス
ポーツ」を目的としたインバウンド観光客の数も増加基調にあります。国も
スポーツを通して新しい魅力的な観光地域を作り出すことに注力していま
す。
　2008年にスキー場再生事業をスタートし、リゾート再生による持続可能
な地域の活性化に大きく貢献されている株式会社マックアースの代表取締
役ＣＥＯ 一ノ本達己氏をお迎えし、スキー場を主体に観光リゾート事業成長
のグランドデザインをどう描くか、リゾート事業と地域活性化の近未来に今
何が必要かをお話いただきます。
　また、世界でも有数のゴルフ大国である我が国ですが、ゴルフ人口は大き
く減少しており、既にあるゴルフ場を活用して、インバウンドゴフルツーリズ
ムを進展させる必要があります。そのパイオニアである株式会社リンカイ 
代表取締役の李容淑氏にもパネリストとしてご登壇いただきます。

１．講演（13：00～14：00）

一ノ本 達己  氏　株式会社マックアース　代表取締役ＣＥＯ　
マックアースが求める真のリゾート再生・地域一体の活性化

２．パネルディスカッション（14：10～15：00）
「観光リゾート事業を通じた 持続可能な地域活性の可能性」

一ノ本 達己  氏  株式会社マックアース　代表取締役CEO
李 容淑  氏  　  関西国際大学経営学部　教授

株式会社リンカイ　代表取締役
VISIT JAPAN大使　酒サムライ

1967年兵庫県養父市生まれ。1990年京都産業大学経営学部卒業後、パークホテル白
樺館（現マックアース）に入社。1995年株式会社マックアース代表取締役就任。2008年
よりスキー場再生事業に取り組み。
同社グループでは現在、スキー場26カ所、ホテル18カ所、キャンプ場5カ所、ゴルフコー
ス4カ所を所有あるいは指定管理などで運営。

2．「新・ダイバーシティ経営企業100選」事業案内

１F　クリスタル 34F　メイフェア 34F　星雲 １F　平安Ⅰ

【パネリスト】

松本 茂樹  氏 　一般社団法人関西ニュービジネス協議会　理事
　一般社団法人神戸ベンチャー研究会　代表理事
　兵庫大学現代ビジネス学部長　教授
　株式会社アシストワン　代表取締役

【コーディネーター】

平安Ⅱの間

平安Ⅲの間

【お問合せ先】
兵庫県中小企業団体中央会　連携推進課　TEL. 078-331-2045

【お問合せ先】
公益財団法人 ひょうご産業活性化センター　
　　　　　　  　　異業種連携相談室　　TEL. 078-977-9073

「ダイバーシティを経営の強みにする、
令和時代の人材戦略

～女性人材ならではの強みを活かした成長企業～」
主催：近畿経済産業局
実施事務局：兵庫県中小企業団体中央会

「ものづくり企業からおこす
『コトづくり』」
主催：（公社）兵庫工業会
　　   兵庫県経営者協会

「ＡＩ・ロボット・ＩｏＴが創り出す
新たなビジネス環境の経営戦略」
主催：（公財）ひょうご産業活性化センター

【お問合せ先】
公益社団法人 兵庫工業会　　　  　TEL. 078-361-5667

　ＡＩ・ロボット・IｏＴ等の技術革新の急速な進展により、第４次産業革
命と呼ばれる新たな産業構造の変革期を迎えている現在、兵庫県・ひょ
うご産業活性化センターでは、「ひょうご次世代産業高度化プロジェク
ト」で、これら革新的技術の中小企業への導入によって事業活動の効率
化(生産性向上、コスト削減、取引機会の拡大)を図るための支援をしてい
ます。
　ビジネスを取り巻く環境が刻々と変化している中、それにいかに対応す
るかは、それぞれの事業者にとって重要なテーマになり、事業活動に上手
に取り込むことができれば、将来の成長の大きな助けになります。
　そこで、ＡＩ・ロボット・IｏＴなどの最先端技術のビジネスユーザーへ
の訴求活動で日本を代表するエバンジェリストとして活躍される富士通
の中山五輪男氏をお迎えし、第４次産業革命が生み出す未来社会はどの
ような社会か、進化する社会で新たなニーズに応えることで生まれるビ
ジネスチャンスはなにか、また中小企業や中小企業のグループが自社に
見合った効果的なＡＩ・ロボット・ＩｏＴ導入・活用に際して、求められるト
ップの経営判断や留意すべき課題等について、豊富な経験に基づきアド
バイスをいただきます。

講　師 富士通株式会社　理事　首席エバンジェリスト
中山 五輪男  氏

【事例発表】トキトレーディング株式会社　代表取締役
武弘 幸子  氏

神戸学院大学　全学教育推進機構キャリア教育センター　講師
産業カウンセラー
岩﨑 飛鳥  氏

[プロフィール]
1964年5月 長野県伊那市生まれ。法政大学工学部電気工学科卒業。複
数の外資系ITベンダーさらにはソフトバンク社を経て、現在は富士通の
理事および首席エバンジェリストとして幅広く活動中。AI、クラウド、
IoT、スマートデバイス、ロボットの5分野を得意分野とし年間約300回
の全国各地での講演活動を通じてビジネスユーザーへの訴求活動を実
践している。様々な書籍の執筆活動や複数のTV番組出演での訴求な
ど、エバンジェリストとしての活動をしつつ、国内30以上の大学での特
別講師も務めている。

[プロフィール]
大阪外国語大学（現・大阪大学 外国語学部）卒業後、大手外資系運輸
会社を経て、スウェーデン大使館やNHKにて、通訳コーディネーターを
務める。
その後、神戸で結婚し、2児を育てながら、P&Gジャパン株式会社にてセ
ールスプロモーションを担当した。
2010年にキャリアコンサルタントとして独立し、2018年から現職。
様々な企業で、組織のマネジメント課題解決を通し、個人と組織が共に成
長・進化していくことの支援をし続けている。

[プロフィール]
三田市でACアダプターや産業用機器の開発・輸出入・販売を行う。家電
メーカーや医療機器メーカーなどの顧客の新商品開発に寄り添いなが
ら、数千種類の組み合わせの中から最適なACアダプターを開発する提
案力が強み。またPSE規格（電気用品安全法）や海外規格など電子機器の
法令対応にも長けている。
女性中心の営業チームによる、きめ細やかな対応で顧客の信頼を得てい
ると同時に、女性従業員の目線を積極的に取り入れてワークライフバラ
ンスの充実にも会社全体で取り組む。
学生時代にバックパッカーを経験。渡航歴20か国以上。1児の母。
ひょうごクリエイティブビジネスグランプリ2017　産業労働部長賞受賞

① ＳＤＧｓ解説
　 ～エス  ディー  ジーズ
　 　ものづくり中小企業でも取り組めるの？～

　少子高齢化に伴う生産人口の減少や、若者の首都圏への流出といっ
た外部環境の変化により、地域の中小企業にとって人手不足の課題
は、今後も継続が予想されます。その解決策の一つとして多様な人材
の活躍があげられますが、その中でも今回は女性人材に着目。
女性人材が働きやすい社内環境の整備だけでなく、女性ならではの強
みが企業の経営戦略として活かされているかがカギとなります。
中小企業庁が策定した「人手不足解消の5ステップ」の考え方に基づく
採用から戦力化、定着といった人材戦略の考え方の解説と、実際に女
性人材活用を経営戦略上の強みとする県内企業の事例発表を実施いた
します。

　2016年から2030年までの国際目標として設定された「ＳＤＧｓ（持続可
能な開発目標　Sustainable Development Goals）」。現在では国際
的に企業においてもその取り組みが求められています。
　ものづくり企業がこれからの社会の中で新たなマーケットを開拓する
にあたっても、ニーズの前提となる「コトづくり」から関わるなど、「企業価
値を高める」ためにＳDGｓへの取り組みが求められています。今回は、企
業の方にご理解いただきたいSDGsの骨子と、ものづくり企業がどのよう
にアプローチするのかをご紹介いただきます。

大阪万博誘致以降クローズアップされる「ＳＤＧｓ」。最近の動向や
関西での取組み、今後ものづくり企業・中小企業がどのように関わ
るべきかを、分かりやすく紹介いただきます。

講　師

近畿経済産業局　通商部　国際化調整企画官　高瀬 幸子  氏

② 取り組み事例
　 ～音羽電機工業　アフリカの子供たちを雷から守る～
ルワンダからのインターン生との交流をきっかけに、雷多発地帯の
命を守るための活動を展開する中、避難行動が最も重要だと感じ
た。そこで、子供たちにもわかりやすく行動がとれるように、雷から
身を守る方法を盛り込んだ新しいオニごっこを子供たちと一緒に考
えるワークショップを開催。世界の困っている人に役立つという目的
を共感するとともに、ルールを作るという学びも実践。現在、6つの
雷オニごっこ案を現地語化し、子供たちに届ける準備を推進中。
（グランフロント大阪　ナレッジイノベーションアワードナレッジキャ
ピタル部門　大賞受賞案件）

音羽電機工業株式会社　常務取締役　吉田 厚  氏

～ＡＩ・ロボット・ＩｏＴ導入で事業活動の効率化を～ ～ものづくり中小企業の SDGs～

共　催：兵庫県信用組合・兵庫県信用保証協会・
　　　　株式会社日本政策金融公庫


